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会議録

会議名 第５回南砺市上下水道料金検討委員会

開催日時 令和７年９月１６日（火） 13：30～15：10

開催場所 南砺市役所３０２会議室

出席者 委 員

事務局

出席１０名

神山智美、戸成博宣、南田実、髙田実、山田智恵子

安居利浩、中川敬子、加藤耕一、中川一郎、杉本澄子

欠席２名

石村真由美、長田政哉

６名

稲垣ふるさと整備部長、池田上下水道課長、下崎水道工務係長、中川下水道

業務係長、辻下水道工務係長、間野水道業務係長

傍聴者 なし

会 議

１ 開会

開会の挨拶

池田課長

神山委員長

委員長を拝命しております富山大学教授の神山です。５回にわたりまして皆

さまには熱心な議論をいただき、ありがとうございます。また事務局におかれ

ては、丁寧なとりまとめに感謝いたします。

本日はすでに皆さまに、提言書（案）はご確認いただいている段階であろう

と思います。提言書の最終確認という段階だと思います。そのうえで、スムー

ズな進行にご協力賜ればと存じます。

加えまして、今回の議論はこの提言書の取りまとめという一段落だと思うの

ですが、これまでご議論いただいたなかで、かなりこれから先の課題が見えて

きたのではないかと思います。もちろん上下水道だけでなく、エネルギーや通

信、教育、基礎インフラ等も含めて、人口の動きに合わせてダウンサイジング

などの対応が必要となります。人口減少により 5 年後にまた値上げするのは困

るというお話もあったと思います。なおかつ持続可能な上下水道を維持しなけ

ればならない、といったご議論があったと思います。

これら皆さんからの疑問や課題点を踏まえて、ワーキンググループを立ち上

げられるなり、議論されていくということであれば、私や皆さんにまた別の機

会にお願いしていただくということになろうかと思いますが、それはさておき、

この提言書のとりまとめにご協力いただければと思います。

少し早いんですけれども、皆様これまでどうもありがとうございました。ま

た本日もどうかよろしくお願いいたします。
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事務局 それではここからの議事進行を神山委員長にお願いしたいと思います。

よろしくお願いいたします。

２ 提言書について 【委員長】

【事務局】

【委員長】

【委 員】

【事務局】

【委 員】

【事務局】

それでは、次第に従いまして進めて参ります。

提言書は皆様にはもう早々にご確認いただいていると思うので

すが、事務局から改めてご説明をお願いしたいと思います。

［提言書（案）の要点を説明］

ご説明ありがとうございました。

一番大切な水道行政というところで、住民の方に不公平感を抱

かれることがないように、急激に甚大な影響がないようにという

ことに配慮し、議論していきたいという姿勢を踏まえて、丁寧に

取りまとめをいただいたというところになります。

そして皆さまには事前に内容をご確認をいただいているという

ことですので、今回はもう本当に最終確認となりますので、前回

までのような意見の出し方ではなく、このページのこの部分で、

この表現が、というように、具体的にご議論をいただきたいです。

それは新しい意見は受け付けないということではなく、もし意見

があるのでしたら附帯意見のなかに、私が何回目に申し上げた意

見等がないのはなぜか、書かれていないのでこれを加えてくださ

いなど、ある程度具体的に出していただかないと、かなり事務局

と詰めながら作っておりまして、そのうえでの変更ということに

なりますので、その点ご容赦いただきたいと思います。

ページ数や文字数はやはりある程度限りがございますので、制

限なく増やすわけにはいかないので、私もかなり思いを申し上げ

て、これだけまとめていただいているというところもございます。

ですので、この点も加えてくださいとか、この点はこういう観点

から議論でこうだったので要らないのではないか、そういうふう

に具体的に出していただけると大変ありがたいというふうに思っ

ております。

いかがでございましょうか。ご意見承ります。

２ページの表２－１、控除項目（料金以外の収入）は具体的に

何になりますか？

一般会計からの繰入金になります。

今後も一般会計からの繰入れは期待できますか？

一般会計からの繰入につきましては財政側との色々な約束事が

ありまして、今後の料金改定に当たっては、これまで通りの水準
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【委員長】

【委 員】

【事務局】

【委員長】

【委 員】

【事務局】

での繰入があるという前提で算定をしているということですの

で、こちらとしては財政側には少なくても、これまで通りの水準

での繰入をお願いしていくという立場ではあります。

今回の改定率も、特に下水の方では、50％を超えるような大き

な改定率となっているところも踏まえまして、多方面からご意見

がありますが、なかなか 50％超えるような改定というのは、そう

そう簡単に認めていただけるかどうかというところもあります。

あくまで提言としては、これだけの改定が必要だというところを

出していく、下水道はそういった状況だというところをしっかり

提言書のなかで表していくというふうに思っております。

繰入に関しては、下水も基準内繰入というところでは、基準に

沿って繰入てもらう金額で、基準外繰入というところでは政策的

な判断で繰入てもらう金額ということで、基準外につきましては、

これからまた財政と協議もさせていただかなければならないとい

うふうに思っています。

その他はいかがでございましょうか。大体のところをいくつか

並べていただいておりますが、もう少しこの部分厚くして欲しい

ですとか、仰っていただければと思います。いかがですか。

6 ページ付帯意見の７番、“真剣に”を“早急に”に変更してい

ただきたい。

“次の料金改定に向けたプロジェクトチームを立ち上げる等、

早急に検討すべきと考える”に訂正ですね。承知いたしました。

他、皆さまいかがですか。

人口減少がこれからどんどん進むわけですが、どこまで水道料

金は値上げされていくのでしょうか。使う人が負担をすることか

ら、今この時点ではこの数字がマックスと考えて出された数字だ

と思っていますが、南砺市はもっと人口減少しますよね。そうし

たら、暮らしていくことに困るほどの値上がりがこれから行われ

るのでしょうか。

まず人口の面からいきますと、今現在の人口の推計でいきます

と、減少していくことは間違いないと思われます。物価等につき

ましてもなかなか将来に向けて下がっていくというような見通し

も立てられないような状況かと思います。

また管理していかなければならない上下水道のインフラ、管路

や施設について、人口が減ったからといって簡単になくすという

ことはできませんし、できてもダウンサイジング、更新の機会に

必要以上の大きい施設等を更新をしないで、その時の適正なサイ

ズにしていくというようなことが必要です。将来経費のかかる部
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【委員長】

【委 員】

【委員長】

【委 員】

【事務局】

【委員長】

【事務局】

【委員長】

分を抑えていくためのダウンサイジングというのもそんなに一気

にできるものでもないというような状況もあります。

ですので今の状況から見ると、なかなか次回の料金算定の検討

のタイミングでどういった給水人口、どういった物価の状況、そ

ういったようなものも踏まえないと、なかなか料金がいくらにな

るのかというのは、今、この場で申し上げることはできません。

ただ今ほど申し上げた状況では、下がるような材料はないような

見通し、感触です。

南砺市だけではないですよね。各新聞等で水道料金が値上げさ

れるという記事を目にします。

このようなご意見等が出てきますと少しまとまりがなくなって

しまうので、申し訳ないのですがこの提言書（案）の内容でよろ

しければ、採決をとらせていただき、ここで一旦締めさせていた

だきたいと存じます。

そのうえで、皆さまにこの委員会に関わってのご意見などをお

伺いしたいと存じますが、いかがでしょうか？

今回の提言書の内容について、異議なしということでよろしい

ですか？何か細かな変更で、ここを修正したいとか何かございま

すか？

技術革新が急速に進んでいます。ＡＩ等を使うことで値上げ率

を抑えるといった項目は入らないでしょうか？

よろしいと思います。

必要な操作を自動通信等を使って遠隔操作し、現場にいなくて

も例えばバルブの開閉等を行うなど、そういった技術をなるべく

取り入れるようにして行くことも盛り込むのはどうでしょうか。

わかりました。我々も今、特に課題として漏水の対応というと

ころがありまして、新たな技術として衛星画像と、ＡＩを使った

その漏水箇所の特定作業について、昨年度から新たな技術として

取り入れております。そういった革新的な新たな技術が開発され、

その技術がこちらの経費節減にも役立つということであれば積極

的に取り入れていきたいという思いはあります。

そうした先端技術の進展も踏まえて、ＡＩであったり、ＩｏＴ

であったりそうした技術を用いながら、住民の負担を軽減するこ

とに資する、用い方も含めて検討していくというようなことを附

帯意見に加えてはいかがでしょうか。

そうしましたら附帯意見のなかに付け加えさせていただくとい

うことでよろしければ、そうさせていただきます。

他はございますでしょうか？
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【事務局】

【委員長】

【委 員】

ないようでしたら、提言書につきましてですが、皆さまからご

指摘があった箇所を事務局で修正していただいて、最終的なもの

として取りまとめさせていただければというふうに思いますが、

ご異論ございませんか。よろしいですか。

ありがとうございます。

最後に事務局にお伺いしますが、市長への提言書の提出の際に

は、委員も招集するのか委員長だけでよいのか、どのようにされ

ますか。

こちらとしましては、委員長に代表していただいて、提言書を

市長に手渡していただくような形をとらせていただければと思い

ます。

ただいま事務局から提案されましたが、修正の確認と提出とい

う部分ですが、私の方に委員長一任というところで、先ほどいた

だいたご意見等も踏まえて、修正のほう確認させていただいて、

この提言書をお渡しするという形で、進めていただいてよろしい

でしょうか。

ありがとうございます。

それでは議事といたしましては本日予定されておりましたもの

は以上となります。

最後にせっかくの機会ですし、お時間もございますので、この

委員会を通して、おそらく先々のことがかなり気になっていらっ

しゃるのではないかと思いますので、一言ずついただければと思

っています。

よろしければ、お一人ずつマイクをまわしますので、よろしく

お願いいたします。

お疲れ様でした。

今回、委員ということで参加させていただきまして、ありがと

うございました。一般市民として、とても勉強になりました。上

下水道に関しては生活の一部でありながら、深く考えることなく

使っておりましたが、委員会を通して、いかに自分が考えもなく

使用したていたということがよくわかりましたし、上下水道課の

方たちがいろんなことを考えながらやっていただいてるんだとい

うこともよくわかりました。とても勉強になったと思います。

ただ、これからの高齢化社会に於いて、どうなっていくのかと

いう不安が増したことは事実です。一人一人が考えていく社会に

ならないと、これはどうしようもないことかなということは思い

ましたので、これからも勉強を続けさせていただきたいと思って

おります。ありがとうございました。
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【委 員】

【委 員】

【委 員】

【委 員】

【委 員】

皆さんとご一緒させていただき、いろいろ勉強になりました。

自分で思っていたことと大分違うような点もあり、自分の考えが

浅はかだったと、今思っています。

いろいろ本当に勉強させていただきましてどうもありがとうご

ざいました。

これまで、こういう道に携わってきたものとしまして、ここで

一つの区切りができたということですが、ただ故郷の将来を考え

るうえで、非常に危機感を感じる部分がより増えたという感じを

持っています。

まさにこの区切りのすぐにでも次の手を打ちに行って、5 年後

の改定が今以上にならないよう努力していかないと、大変なこと

になるだろうと思っています。

もう少しプラスになるようなことができるかなと思って参加し

ましたが、思ったほどできなかったのは残念です。

今回は本当に参加させていただいたことに感謝します。

これまで上下水道のことは考えたこともなかったです。水道も

好きなだけ使っておりましたけれども、ちょっと考えなくてはい

けないと今思っているのと、要るものは要るがやりようがない、

これだけ広い地域で、人口もこれだけの人数で、上下水道という

インフラの恩恵を私たちは受けてるわけですが、やりようがない。

壊れたら直さないといけない、そんなことをこの会議に参加させ

ていただいて、しっかりと意識して学ぶことができました。あり

がとうございました。

今回このような委員会に関わらせていただき、本当にありがと

うございました。

私は毎日、上下水道のことを考えてます。ですが料金のことま

では実はそんなに考えておりませんでした。今回皆さんのいろん

なお話を聞かせていただくことによって、私も理解していなかっ

たことを理解できて非常によかったと思います。もし、今後も何

かこのような会議があればまた呼んでいただきたいと思います。

ありがとうございました。

皆さんご苦労さまでした。地域住民にとっては、上下水道料金

は安い方が一番いいわけですが、様々な経費がかかるということ、

一般会計から繰入ないとできないということがよくわかりまし

た。特に私は山間地域に住んでおりますので、ますます人口が減

りますが、それでも施設は必要だということで、ますます大変に

なるのではないかという不安の方が大きいです。料金は徐々に上

がることはやむを得ないかなという考えでございます。ありがと
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【委 員】

【委 員】

【委員長】

【副委員長】

うございました。

お疲れ様でございました。まずは、委員長さん、副委員長さん

はじめ、事務局の方々に感謝をいたしたいと思います。

私は地域づくり協議会の代表として出席しておりますが、先ほ

どから話が出たように、なるべく人口が減らないように、地域づ

くり協議会ごとにいろんな苦労をしながら、民間としての施策を

実施してはおりますが、なかなか芳しくはないというふうに思い

ます。

この上下水道施設は我々としては、生活維持の根底のものでご

ざいますので、このようなことも一つ一つ小さなことですが、将

来、南砺市に来ていただける方になるべく優位な条件でお越しを

いただけるように、我々も慎重に皆さんと協力をしながらやって

いきたいと思っております。どうもありがとうございました。

商工会の代表として、参加させていただきました。やはり大口

の小規模、中規模、大規模事業者の方々の負担にならないような

案もありまして、大変うれしいことになります。

またいろんな勉強をさせていただいて、ちょっとした会話のな

かで、南砺市は“水道料金高い”みたいなことを言われることが

ありますが、それは山間部にも上下水道を引かないといけないか

ら経費がかかるなど、説明できたこともよかったなと思います。

料金に関しても大変苦労されて、出されていることがわかりま

したので、今後やっぱり料金が上がりますといったときにも納得

できるかなというふうに思いました。ありがとうございました。

最後に、お世話になりました副委員長さんより、ご挨拶いただ

ければと思います。

最初に委嘱状をいただいたときに、令和 7年 9月 30 日までの期

限が記載されていまして、長い先だなと思ってました。それがも

う今月でありまして、今日５回目の委員会が開催されたわけであ

ります。

私は大学時代の数年を除いて 60 数年間、旧福光町に住んでおり

まして、小さい頃から蛇口をひねれば水道が出る、そして下水道

を完備していただいたときからは、下水道も当たり前と思って過

ごして参りました。

ところが昨今のニュースで、アスファルト陥没によるトラック

の事故や、線状降水帯による下水にたくさんの大雨に流れ込んで

逆流するとか、そういうニュースを見ますと上下水道といえども

いろいろと課題があるということを感じていました。

この委員会に出させていただいて委員の皆さまに意見を聞かせ
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３ 閉会

【委員長】

【事務局】

ていただいたりして、或いは南砺市も合併して 20年経つわけです

が、旧８町村のそれぞれの流れというか、過去の積み重ねがあり、

それを一つにまとめていく市当局も大変だということも、実感と

してとらえさせていただきました。

それこそ神山委員長様には、会の運営や提言書作成と、たくさ

んご尽力いただきまして本当にありがとうございました。

私は最初の提言書をいただいて読んだときに、どれも並列的に、

4 つ並べて書いてあるだけで、提言書といったときに、私自分の考

えですが、特に市長に提言するときは、これこれしてくださいと

か、これこれを希望しますとか、もっとアピール力が必要じゃな

いんですかというふうに思ったので、そういう意見を出していた

だきました。

その結果、修正された提言書を見ますと、文末表現が変わって

いましたり、アピールの仕方が強くなっているところもありまし

て、事務当局に感謝したいと思います。

それこそ南砺市に住んでよかったと若い人たちも思ってもらえ

るように、これからも上下水道を維持管理していってもらうわけ

ですが、今日まとめた提言書を市に提出することによりまして、

市当局並びに国への働きかけに繋がり、それこそ、子供たち、若

い人たちも、料金が上がることはやむを得ないけども、将来のた

めにということで、それこそ市民一丸となって、上下水道を守り

ながら、明るい南砺市になっていくことを希望しまして、委員会

を終わりたいと思います。どうもありがとうございました。

それでは本日予定されておりました議事につきましては以上と

なりますので、議長の役を退任させていただきます。ありがとう

ございました。

神山委員長ありがとうございました。

委員の皆様には、約 1 年間にわたりましてご議論いただきまし

て誠にありがとうございました。

今後の予定としましては本日、ご指摘いただいた箇所を修正、

或いは加筆させていただきまして、神山委員長の最終的なご確認

をいただいた後に、市長に委員会からの提言書ということで提出

していただくという形にしたいと思っております。

委員の皆様には修正後の提言書につきまして後日、郵送もしく

は電子メールでお送りさせていただきたいと思いますので、また

ご確認いただきたいと思っております。よろしくお願いいたしま

す。

それでは閉会に当たりましてふるさと整備部稲垣部長からご挨
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拶を申し上げます。

神山委員長様をはじめ、委員の皆様におかれましては本日も長

時間にわたり、提言書の審議を中心に、最後まで活発なご意見を

賜りまして、大変ありがとうございました。

また昨年 8 月から 1 年余りという長い期間でありましたが、お

忙しいなかにおいて 5 回もの委員会にご出席いただきましたこと

を重ねてお礼申し上げます。

最終的な提言書の市長への提出につきましては、もう少し先と

なりますけれども、ここまで提言書をまとめていただきましたの

は、ひとえに委員の皆様方のご尽力によるものと思っております。

先ほどからお話にありましたが、避けられない人口減少がござい

まして、どうしても使用水量がどんどん減っていく、そういった

なかでも、またどんどんどんどん使ってもらえるということで、

また料金の値上げ幅も小さくなるというようなことも考えられる

のではないかということも、この委員会のなかで考えさせられて

いるところでございます。

逆の発想というか、そういったことで料金をできるだけ低く抑

えるためにも、何かいろんな工夫をしていかないといけないなと

いうことも考えましたし、また施設をできるだけ減らすといいま

すか集約ということを、我々日々、いろんなことを考えながら取

り組んでいるところでございます。

今後皆様からご提出いただきます提言書を礎といたしまして、

上下水道料金改定の検討をさらに深めて参りたいと思っておりま

す。

委員の皆様には引き続き、南砺市の上下水道事業に対しまして、

変わらぬご理解とご支援を賜りますことをお願い申し上げまし

て、私からのご挨拶とさせていただきます。この一年間、本当に

ありがとうございました。


